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W（百） t（田） L（口） 　EndlomentqatiOS
G－A SM50A1，000 130 6 10 4，100 1．0
G－B SM50A1，000 120 6 8 4，100 1．0
G－C HT80 800 110 6 10 3，300 1．0
G－D HT80 800 110 6 10 2，800 1．0
G－E HT80 800 130 6 10 3，300 1．0
G－F HT80 800 130 6 10 2，800 1．0
G－G
隅｛￥§δ　WobSM50A















































































































































































A－1－0 0 0 0 0
A－1－1 1．5 0 1／1，960 0
A－3－1 4．5 0 1／1，000 0
B－1－0 3 8 L／　990 L／　370
B－2－0 0 2 0 1／1，935
B－3－1 0 6 0 L／　745
C－1－0 1．5 1．5 1／1，970 1／1，970
C－1－1 4．8 6．8 L／　620 1／　435
D－2－0 0 0 0 0
D－2－2 0 0 0 0
D－3－1 2．5 0 1／1，400 0
D－3－2 1 0 L／3，470 0
E－2－0 1 0 1／2，960 0
E－3－0 2．5 0 1／1，390 0
G－A 1 1．5 L／4，100 1／2，720
G－B 1 5 1／4，100 レ／　820
0－C 1 2 L／3，300 L／1，650
G－D 3 3 L／　940 1／　940
G－E 0 0 0 0
G－F 2 0 1／1，400 0
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レ σ∠y E×106i％） G×106i％）
thickness
@　　（朋）
T－1 3，449 4，985 0，241 1，445 2，007 0，809 6
T－2 3，403 4，957 0，261 1，457 1，9840，787 6
T－3 3，431 5，116 0，2181，491 2，048 0，841 8
T－4 3，427 5，186 0，2421，513 2，034 0，819 8Average3，428 5，061 0，241 1，477 2，018 0，813
HT80（Beams）
T－1 7，892 8，2470，274 1，045 2，229 0，875 7
T－2 7，762 8，2540，250 1，063 1，989 0，796 7
T－3 7，937 8，342 0，2591，051 2，265 0，900 7
T－4 7，787 8，2260，226 1，056 1，882 0，768 7
T－5 7，953 8，446 0，268 1，062 2，439 0，962 10
T－．6 7，788 8，0690，253 1，036 2，134 0，852 10
T－7 7，871 8，440 0，287 1，072 2，174 0，845 10
















T－1 4，674 5，976 0，280 1，279 2，000 0，781 6
T－2 4，714 6，042 0，297L282 2，047 0，789 6
T－3 3，629 5，794 0，300 1，597 2，120 0，815 8
T－4 3，990 5，622 0，3001，409 2，100 0，808 8
T－　5 3，253． 5，281 0，280 1，623 2，067 0，807 10








T－1 6，610 7，190 0，2531，088 2，067 0，825 6
T－2 6，610 7，2200，283 1，0922，150 0，838 6
T－3 7，780 8，500 0，2621，093 2，057 0，815 10
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0　　　　　　　　　　　5 lOβ（x｜σ2rod．）
Fig．15（a）　Load－deflection　curves　of　beams
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Fig．16¢））　Load－deflection　curves　of　girders
（3）腹板のたわみ曲線
　　図一13（a），（b），（c）は上ドフランジと腹板との溶接線を含む面内からの腹板のたわみ変形と荷重と
　の関係を，桁タイプの各パネル中央断面に関して示したものである。各曲線に対する荷重段階は供試
　体の最大強度に対する比で表わしてある。すなわち，M／M㎎．二〇は桁の腹板の初期変形、　M／M　ms、
　＝LOは最高荷重時の腹板のたわみ形状を表わしている。荷重の初期段階では，腹板は初期たわみの
　影響を示すようなたわみ形を示しているが，荷亟が大きくなるにしたがって，桁の横倒れ変形が明瞭
　にrsるにしたがって，複板は板としての曲げによる座屈変形のような形となる。すなわち，腹板がバ
　ネルごとに腹板面外への曲げによる座屈変形を示しながら，桁が全体として横倒れ変形を起こし，最
一61一
　高荷重に達している。図中の圧縮フランジに示す矢印の方向は桁の横倒れ変形の方向を示す。
（4）腹板のひずみ分布
　　腹板両面に貼布した直角2方向成分のひずみゲージのよみε、，εyから，
　　　　　σ。－E（ε．1＋レε，、）／（1一レ2），
　　　　　σ、2＝E（ε．、＋レεn）／（1一レ2），
　　　　　σ・＝（σ、1＋σ．2）／2
　により，腹板の面外変形をともなう腹板両面のスパン方向の垂直応力分布ならびに両面の応力の平均
　値σ．をとって板厚中心に沿った垂直応力分布を求めた。
　　桁G－A，G－Fの腹板のパネル中央断面における腹板の曲げによるひずみ分布状態を代表的な荷
　重段階にっいて図一17（a），（b）に示す。この図は腹板のひずみ測定点の両面で測定したスパン方向の
　ひずみε、1，ε．2を平均した値を用いてある。
　　図中に示す細い直線は断面が平面保持の法則が保つと仮定したときの，各荷重段階でのひずみ分布
　である。この図から荷重の増加とともに腹板の面外変形の影響により，断面での曲げによるひずみ分
　布とはならず，圧縮側では初等曲げ理論が成立しなくなる様子がみられる。
　　図一18は各桁のパネル中央断面の腹板高さの圧縮側1／5点のσ竃と桁に作用する曲げモーメント
　Mとの関係を表わしている。図中，細線は初等曲げ理論によって求めた値である。また，M臼（S）は
　一ヒドフランジと左右鉛直補剛材で単純支持された腹板パネルの曲げによる理論弾性座屈値である。
　M，，（F）は同じ腹板パネルが載荷辺で単純支持，非載荷辺で固定支持とみなしたときの弾性座屈値で
　ある。また，M，，（E）は腹板パネルの圧縮非載荷辺がフランジにより，たわみおよびたわみ角が弾性
　拘束されているときのパネルの弾性座屈値である。
　　各桁の腹板パネルに関する各種強度は表一4にまとめてある。
　　なお，Mの最大値は桁の横倒れ座屈による耐荷力である。腹板の座屈荷重を実験的に求めるのは困
　難であるが，図からM一σ．曲線の勾配が変化するところ，すなわち，2本の直線の勾配の交点を実験
　にょる座屈強度Mc，（E．p）とみなすと，　M。．（E　．pXよ図のような値となる。これらの値は表一4にま
　とめてある。また，G－C，　G－Gの点線は隣りのパネルに対するものである。
（5）供試体の寸法パラメーター，および横倒れ耐荷力の実験値
　　供試体の寸法は表一1にまとめてあるが，実験値を各種座屈強度と比較するため供試体の横倒れに
　関する断面性能を示す各種パラメーターを表一一6ieまとめてある。表中，スパンの有効長さL．は供
　試体長さの半分をとっている。
　　表一6は供試体の横倒れ変形を伴う耐荷力（最高強度）の実験値をまとめてある。また，各種参考
　荷重の計算値なども併記してある。写真一2，4，5ははりおよび桁タイプの横倒れ変形状態を示し
　たものである。
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